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瀬戸内市住民自治による避難所運営モデル事業 

（第 2 回 防災研修）を開催します 

 

平素は、市行政推進に格別のご協力を賜り誠にありがとうございます。 

今年度、当市においては、大規模災害の発生を想定して、学校区等を単位とした防災対策

の推進を図るため、「瀬戸内市住民自治による避難所運営モデル事業」を実施します。 

本事業においては、美和地区まちづくり協議会を対象団体として選定し、美和小学校、民

生委員児童委員、福祉委員、消防団、社会福祉協議会など、様々な立場の方々と連携しなが

ら、子どもから大人まで幅広い世代と一緒に避難所運営について考えます。  

この度、下記日程にて第 2 回 防災研修を実施することとなりましたのでご案内いたします。 

 

 

記 

 

１ 日    時  令和 5 年 8 月 2 日（水） 午後 6 時 ～ 午後 8 時 

        （開場：午後 5 時 45 分） 

 

２  会  場  瀬戸内市立美和小学校 食堂（瀬戸内市長船町東須恵 1666） 

 

３ 開催内容  防災研修 

 

午後 6 時         演題：「美和地区のハザードについて」  

 ～午後 6 時 30 分    講師：瀬戸内市総務部危機管理課  

 

午後 6 時 30 分      演題：「地域住民の避難所運営への主体的な参画について」  

 ～午後 8 時         講師：山口大学大学院 創成科学研究科 准教授 

                瀬戸内市市政戦略アドバイザー 

                瀧本 浩一 氏 

 

総務部危機管理課 

担 当 者 主任 園田 將人 

電 話 番 号 0869-22-3904（直通） 

瀬戸内市 
お知らせ 



美和小学校で
避難所運営を
やってみよう！

令和５年度 瀬戸内市「住民自治による避難所運営モデル事業」

【お問い合わせ】

瀬戸内市総務部危機管理課
TEL:0869-22-3904 FAX:0869-22-3299

MAIL:kikikanri@city.setouchi.lg.jp

過去の災害の教訓として、行政主導

の災害対応では限界があり、住民主体

の防災対策を進めていく必要がある

と言われています。

特に避難所では様々な地域から大勢

の方が避難し共同生活を送るため、

住民、行政、ボランティアなどが協力

して課題を乗り越える必要があります。

こうした状況を踏まえ、令和5年度は、

美和小学校区をモデル地区に選定し、

「住民自治による避難所運営」とし

て美和地区まちづくり協議会のみなさ

んと一緒に取り組みを進めます。

瀬戸内市で大規模災害が発生した際、

美和小学校区ではどのように避難所

を運営していけばよいのでしょうか。

大人も子どもも、みんなで一緒に

考えていきましょう！


